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広報しもだ ２０１１.１０月号 －２－

「第33回静岡県消防操法大会」が、9月11日に

静岡県消防学校（静岡市清水区）で開催され、

下田市消防団第1分団の団員が、ポンプ車

操法の部に賀茂支部代表として出場。2か

月に及ぶ練習の成果を十分に発揮しました。

全
国
で
地
震
や
風
水
害
な
ど
大
規
模
災
害
が
多
発
す
る
中
、

消
防
団
は
地
域
防
災
体
制
の
中
核
と
な
っ
て
活
動
し
、
住
民
の
安
全
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
そ
ん
な
『
地
域
を
守
る
』
消
防
団
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

－３－  広報しもだ  ２０１１.１０ 月号
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消
防
団
は
、
常
勤
の
消
防
職
員

が
勤
務
す
る
消
防
署
と
は
異
な
り
、

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
互
助
・
共
助
の

消
防
組
織
で
、
市
の
消
防
機
関
の

一
つ
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

　

普
段
消
防
団
員
は
、
自
営
業
や

会
社
員
な
ど
の
仕
事
に
就
い
て
い

ま
す
が
、
火
災
や
地
震
、
台
風
、

水
害
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
は
、

昼
夜
を
問
わ
ず
出
動
し
、
消
防
職

員
と
協
力
し
な
が
ら
、
消
火
活
動

や
住
民
の
避
難
誘
導
、
被
災
者
の

救
助
・
救
急
活
動
に
あ
た
り
ま
す
。
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歴
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消
防
団
の
歴
史
は
古
く
、
江
戸

時
代
、
八
代
将
軍
吉
宗
が
、
江
戸

南
町
奉
行
の
大
岡
越
前
守
に
命
じ
、

町
組
織
と
し
て
の
火
消
組
で
あ
る

 
店  
火  
消 
を
編
成
替
え
し
、
町
火
消

た
な 

び 

け
し

 「
い
ろ
は
四
十
八
組
」
を
設
置
さ
せ

た
こ
と
が
今
日
の
消
防
団
の
前
身

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
田
で
は
、
昭
和　

年
３
月　

３０

３１

日
に
下
田
、
稲
生
沢
、
稲
梓
、
浜

崎
、
朝
日
、
白
浜
の
町
村
合
併
が

行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
団
員
定

員
１ , 
３
３
０
人
の
下
田
町
消
防

団
が
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

昭
和　

年
１
月
１
日
の
市
制
施
行

４６

に
よ
り
下
田
市
消
防
団
と
な
り
、

現
在
は
、
８
分
団　

部
・
団
員
３

２３

７
７
人
（
定
員
３
８
６
人
）
に
て

編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
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活

消
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消
防
団
の
活
動
は
、
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。
火
災
、
地
震
、
風
水

害
な
ど
の
災
害
時
に
は
消
防
署
の

職
員
と
と
も
に
消
火
活
動
、
住
民

の
避
難
誘
導
、
被
災
者
の
救
助
・

救
命
に
あ
た
り
ま
す
。
平
常
時
に

は
、
常
に
安
全
、
迅
速
、
正
確
に

で
き
る
よ
う
消
防
操
法
な
ど
の
訓

練
を
行
い
、
消
防
活
動
の
レ
ベ
ル

を
上
げ
、
人
命
救
助
な
ど
に
関
す

る
技
術
も
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。

毎
月
２
回
の
消
防
車
両
や
消
火
栓

な
ど
機
材
・
器
具
点
検
、
地
域
で

の
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
啓
発

活
動
、
防
災
訓
練
へ
の
協
力
、
祭

礼
な
ど
の
警
備
も
行
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
活
動
に
必
要
な
専
門
知

識
や
技
能
を
習
得
す
る
た
め
の
研

修
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
全
国
的
に
は
女
性

消
防
団
員
が
増
え
、
地
域
の
高
齢

者
世
帯
へ
の
防
火
訪
問
や
応
急
救

護
手
当
の
講
習
な
ど
、
女
性
な
ら

で
は
の
き
め
細
か
い
防
火
啓
発
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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国
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万
人
万
人
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消
防
団
は
全
国
に
お
よ
そ
２ , 

３
０
０
団
、
団
員
は
お
よ
そ　

万
８８

人
、
そ
の
う
ち
女
性
団
員
は
１
万

９ , 
０
０
０
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
数
は
、
常
勤
の
消
防
職
員
の

約
６
倍
の
人
員
と
な
り
ま
す
。
平

均
年
齢
は　

・
８
歳
で
団
員
の
お

３８

よ
そ　

％
が
会
社
員
で
す
。

７０

　

消
防
団
に
入
団
す
る
に
は
、
市

町
村
ご
と
の
条
例
で
定
め
ら
れ
て

い
る
資
格
を
満
た
し
、
定
数
に
空

き
が
あ
れ
ば
入
団
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
消
防
団
員
は
非
常
勤
特

別
職
の
地
方
公
務
員
と
さ
れ
て
お

り
、
少
額
な
が
ら
年
数
万
円
程
度

の
報
酬
や
１
回
数
千
円
程
度
の
出

動
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

公
務
中
に
け
が
な
ど
を
し
た
場
合

は
災
害
補
償
も
あ
り
、
条
件
を
満

た
せ
ば
退
職
金
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

消
防
団
の
現

消
防
団
の
現
状状

　

い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
災
害
。
そ
ん
な
と
き
、
地
域

の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
消
防

団
の
存
在
が
ど
れ
ほ
ど
心
強
い
も

の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
東
日
本
大

震
災
に
お
い
て
、
新
聞
や
テ
レ
ビ

な
ど
で
消
防
団
の
活
躍
が
連
日
報

特集　『地域を守る』熱き消防団

【下田市消防団の分団配置】

藤井　英次団　長

岩本　　正副団長

土屋　三雄副団長

団員９人笹本　　修分団長本部分団

団員６４人秋山　京吾分団長第１分団（旧下田）

団員７５人西田　竹郎分団長第２分団（稲生沢）

団員５３人土屋　昭良分団長第３分団（稲　梓）

団員３８人和泉　善高分団長第４分団（稲　梓）

団員４６人久保見　巌分団長第５分団（浜　崎）

団員４６人渡邉　稲夫分団長第６分団（朝　日）

団員４６人安藤　明男分団長第７分団（白　浜）

平成２３年４月１日現在（団長・副団長含む） 計３７７人


